
平成26年３月

屋　久　島　町

１
月

・情報セキュリティー月間
８
月

・人権同和問題啓発強調月間

９
月

・障害者雇用支援月間
・高齢者元気ふれあい推進月間
・自殺予防週間
・老人週間
・老人の日

２
月

・自殺対策強化月間

４
月

・発達障害啓発週間
・世界自閉症啓発デー 10

月

・高年齢者雇用支援月間
・精神保健福祉普及運動
・国際高齢者デー
・犯罪被害者支援の日

人権教育・啓発基本計画
５
月

・児童福祉週間

＜概要版＞

６
月

・男女雇用機会均等月間
・ＨＩＶ検査普及週間
・人権擁護委員の日
・らい予防法による被害者の名誉回復
  及び追悼の日
・男女共同参画週間（国）
・ハンセン病問題を正しく理解する週間

11
月

・児童虐待防止推進月間
・女性に対する暴力をなくす運動
・鹿児島レッドリボン月間
・女性に対する暴力撤廃国際日
・犯罪被害者週間

12
月

・世界エイズデー
・障害者週間
・人権週間
・北朝鮮人権侵害問題啓発週間
・人権デー

７
月

・男女共同参画週間（県）

人権に関する月間・週間・記念日 鹿児島県屋久島町



人権教育・人権啓発

人権教育・啓発の推進方策

分野別施策の推進

〔人権教育〕
　○学校教育
　　　　・効果的な教育実践や学習教材などに関する情報収集
　　　　　や調査研究
　　　　・社会性や豊かな人間性をはぐくむための多様な体験
　　　　　活動の機会の充実
　　　　・人権に配慮した教育指導や学校運営の充実
　　　　・教職員の資質向上のための研修の拡充　等
　  ○社会教育
　　　　・家庭教育充実のための機械の設定や情報の提供
　　　　・社会教育施設を中心とした多様な学習機会の充実
　　　　・学習意欲を喚起するような参加体験型のプログラムの
　　　　　開発　等
〔人権啓発（啓発内容の充実）〕
　　○人権に関する基本的な知識の習得
　　　　・国際条約や法令等，人権に関する基本的な知識の
　　　　　習得を目的とした啓発の推進
　　○生命の尊さ
　　　　・他人との共生・共感の大切さを真に実感できるような
　　　　　啓発の推進
　　○個性の尊重
　　　　・各人の異なる個性を尊重するという真の意味の理解
〔人権啓発（啓発方法の改善）〕
　　○対象者の発達段階に応じた啓発
　　　　・対象者の理解度に合わせて適切な人権啓発の推進
　　○具体的な事例を活用した啓発
　　　　・関係機関や身近で具体的な事例を基にした研修等の
　　　　　推進
　　○参加型・体験型の啓発
　　　　・見る・聞くだけでなく，主体的・能動的に参加できる啓
　　　　　発手段の推進

特定職業従事者に対する研修等 総合的かつ効果的な推進

　人権にかかわりの深い特定の職業に従事する者
　に対する研修等の一層の推進
〔行政職員〕
　・人権意識の高揚を目的とした研修会等の取組の充実
〔教職員〕
　・参加型・体験型の人権教育・啓発の研修の実施
〔医療・保健関係者〕
　・人権意識を一層向上させるための人権教育・啓発に関す
る
    研修等の充実
〔福祉関係者〕
　・対象者の人格に配慮した処遇の徹底を図るとともに人権意
    識の高揚に向け，人権教育・啓発に関する研修等の充実
〔マスメディア関係者〕
　・人権に関する積極的な情報提供及び人権啓発のための
　　取組の依頼

〔女性の人権〕
　　・女性の社会参画への支援拡大　等
〔子どもの人権〕
　　・児童虐待，いじめ，不登校等への対応　等
〔高齢者の人権〕
　　・高齢者の権利擁護の推進　等
〔障害者の人権〕
　　・障害者の権利擁護の推進　等
〔同和問題〕
　　・同和問題についての理解・啓発活動の推進
　　・えせ同和行為の排除　等
〔外国人の人権〕
　　・国際理解教育の推進
〔HIV感染者等の人権，ハンセン病患者の人権〕
　　・エイズ教育の推進
　　・人権侵害への対応　等
〔犯罪被害者等の人権〕
　　・犯罪被害者等に対する支援の充実　等
〔インターネット等による人権侵害〕
　　・個人のプライバシー等に関する正しい理解の推進
　　・情報モラルに関する教育の充実　等
〔北朝鮮当局による拉致問題等〕
　　・拉致問題に関する正しい理解の推進
　　・発達段階に応じた教育の充実　等
〔その他の重要課題〕
　　・一人ひとりの人権が尊重され，あらゆる差別や偏見のな
い
　　 社会の実現に向けて人権教育・啓発活動の積極的な推
進

〔人材の育成と教材等の開発・整備〕
　・国や(財)人権教育啓発推進センターが実施する各種研修
　 　への積極的な参加

〔実施主体感間の連携〕
　・学校教育機関及び社会教育機関，法務局，人権擁護委
員
     との間における連携の構築

〔マスメディアの活用〕
　・人権標語，人権ポスター図案の募集及び作成と作品の
     積極的な活用

屋久島町 人権教育・啓発基本計画

計画の趣旨
すべての人々に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の下で，人権に

関する諸制度の整備や人権に関する諸条約への加入など，これまで人権に

関する各般の施策が講じられてきましたが，人々を取り巻く環境の急激な

変化により，人権に関する新たな課題が生じています。

このため，本町の人権教育・啓発に関する施策を総合的かつ効果的に推

進するための指針として，この基本計画を策定しました。

基本理念
町民一人ひとりが人権意識を高め，お互いを認め合う

心豊かな屋久島の実現

目 標
○ 町民一人ひとりが，この地に生まれたこと，暮らしていることの喜び

を実感できる社会を目指します。

○ 家族はもとより，地域の人々などが，お互いの個性や価値観の違いを

認め合い，尊重し合う社会を目指します。

○ 町民一人ひとりが，人権尊重の理念に対する理解を深め，人権問題に

ついて正しい理解・認識をもち，自らの態度・行動として現れる社会を

目指します。

人権教育・啓発の推進方策

人権教育・

人権啓発

分野別施策の

推進

特定職業従事者

に対する研修等

総合的かつ

効果的な推進

推進体制の整備


